
数学Ⅰ第６報告課題の手引き～10月６日スクーリングで解説～ 

１ １０°のサインとは、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有名な覚え方 

 ｓｉｎ の ｓ →     → 

 ｃｏｓ の ｃ →     → 

ｔａｎ の ｔ →     → 
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② 次のように図を描きなおして考えた方が分り易いでしょう。 

 

 

 

 

 

 

２ 直角三角形の３辺の長さについいては、有名な、“三平方の定理” 

①     
222 86 x  

      ↑         このような関係が成り立ちます。 

     一番長いもの 

               この式から xの値を計算します。 

３ この表を覚えるのは、感心しません。 

  必要なときには、次のように図を描いて求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 解説は不要ですね。 

５ 解説は不要ですね。 

６ 
73tan

40


BC
で、

73tan の値は教科書の表に載っていますから、あとは、式の変形だけです。 

  もし、変形の仕方が分らなかったら、簡単な、よく似た式で考えてみるのもいい方法です。 

  例えば、 2
40

80
 ですね。これより、８０＝４０×２ 

             これと同様に、ＢＣ＝        これは自分で考える。 

  四捨五入して小数第１位まで求めるとは、 

     １２．３４５６ 第 2位を四捨五入 → １２．３ 

     １２３．４５６ 第 2位を四捨五入 → １２３．５ 

７ ６と同じように考えてみてください。 

８ Ａが鋭角、つまり、０°＜Ａ＜９０°のときは、 

次のような直角三角形を作って考えてもいいでしょう。 

ただし、ここで、三平方の定理より 

222 13 x  

    これより、 x  の値を求めなければなりません。 

 

９ ８と同様。 

10 これも、公式を覚えるのでなく、図を描いて考えてほしいものです。 

 

 

 

 

 

 

１０°

１０°の角を内角

とする直角三角形

を作る。 

１０°

１０°を左      直角を右 

１０°

長さを計ったらｃ

長さを計ったらａ

長さを計ったらｂ
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10cos 、
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10tan  
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